方位と我々意識 by 斗鬼,正一
方　位　と　我　々　意　識
ON　DIRECTION　AND　WE．FEELING
博士後期課程　政治学専攻51入学
　　　　斗　　鬼　　正　　一
　　　　MASAKAZU　TOKI
　　目　　　次
はじめに
1　方　　　位
皿　方位と人、物の移動
皿　川島の人々の我々意識
N　結　　　論
は　じめに
　本稿は埼玉県比企郡川島町の人々の方位観、及び人、物の空間的移動に対する方位による統制の検
討を通して、方位に与えられた意味的機能を考察する事を目的とする。
　筆者は先に新潟県中魚沼郡津南町における方位と結びついた道をとりあげ、道及びそこを移動する
人、物が我々意識を明示、固定する機能を与えられている事を示してきた1）。本稿では津南が山間豪
雪地であるのと対照的に、関東平野の、大河に囲まれた平地に部落が点在する川島に調査地を設定し
た。比較研究を進め、更には人、物の移動の総合的研究、即ち交通の文化人類学的研究を目指した
いとの展望に基づく研究である。
　1．川島町の概況
　川島は42．11㎞、3，934世帯、人口17，534人、人口密度446人2）、池袋から東上線とパスで1時間足ら
ずの近郊農村である。近年工業団地、住宅地も出来たが兼業農家が多く、水稲を中心に苺、陸稲、麦、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ながらく　　　　　　　　　　と　き乳牛、豚の飼育、養蚕等が盛んである。地形的には最高地点が長楽地区の北西端、都畿川近くの18．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でまるmである。これより南は高低差が殆ど感じられぬ程度だが、西側で14～12m、東側13～12、出丸12～
11mと下流が低くなっている。中央部も13m程で特に高くない。小高い土地すら絶無で、全域が全く
の平坦地である。ランドマークとなる人工物、中心街、商店街も全くない。交通の面でも、国道、県
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道が走り、パスが通うが、どれも町内を通過して周辺の町同仕を結ぶもので、パスセンターや乗降客
が集中するパス停もない。周囲は川越、上尾、桶川、北本、東松山、坂戸各市と吉見町に囲まれ、鴻
巣市も近い。吉見以外は相当規模の町であり、歴史的に、又パス路線の設定により、川越との関連が
比較的強いものの、交通面でも四方に志向が拡散している。
　2．川島と水害
　川島はその名の通り周囲7里の殆どを大河に囲まれている。それ故土地は肥沃だが、他方幾多の水
害に悩まされてきだ。水害の歴史は寛永年間荒川が現在の川筋に変更された事に始まる。堤防工事は
繰り返されたが、水害は絶えず、更に延宝年間、川越藩が現在川島の南辺をなす新しい川を堀り、入
間川を出丸地区で荒川と合流させた為、更に水害がひどくなってしまった。水害常襲地となった川島
は頻繁に大水害に見舞われ、明治43年に周囲至る所で堤が切れ、大正3年、昭和3年にも水が堤を越
えた。大正期入間川の抜本改修が計画されたが入間郡側が反対、旧川島六ケ村が力を合わせて対抗し
たがかなわず、結局折衷案として荒川と入間川の間に瀬割堤を築き合流点をさげる事となった。それ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みつかでも昭和22年に再度被害にあっている。その後堤防改修が進み、水塚のある屋敷に部落中が避難する
といった事は無くなったものの、現在も依然として危険地域である事に変りない。
1　方 位
　1．　カミ、シモ
　道案内等定位に最も広く用いられる方位はカミ、シモで、周囲の大河の流れに基づいてし・るという。
　まず部落名自体がカミ、シモに基づくものをあげると、一般に北、西、北西がカミ、南、東、南東
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかぐるわ　　　　　 かみむじながシモとされている。例えぽ上狢、下狢、上伊草、下伊草、中廓、下廓、上八ッ林、下八ツ林等であ
り、北西から東南へ向かう。次に東西と南北という2軸で考えると、伊草はカミが北であり西であ
る。中廊、下廊では東西軸上の隔りは零だが北がカミである。上狢、下狢、上大屋敷、下大屋敷も同
様である。ところが上小見野、下小見野の場合は西が上、東が下であるが、南北では北が下、南が上
となる。上八ツ林、下八ツ林もほぼ同様である。即ちまず東西軸上の隔りが測定され、それで判定で
きない場合に南北軸が用いられる訳で、極めて1次元的測定がなされているといえよう。ただ注目さ
　　　　　　　　　　　　　どもりれるのは、まず長楽に近い北戸守、南土守では、北戸守が東西軸上で西、南北軸上で北と2条件を満
たしているにも拘わらず上、下とされていない。北園部、南園部の場合も上小見野・下小見野と同条
件であるにも拘わらず上、下が採用されていない。また出丸の場合中郷と下郷は西が下、東が中、北
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おいぶくろが下、南が中である。入間川堀削で分断される前は出丸上郷と呼ぽれた老袋を考えると、上老袋、中
老袋、下老袋は北から南に並び、又上老袋は中老袋、下老袋より西である。ところがここが出丸上郷
であったという事は中郷より更に東でかつ南であり、他地区の上、中、下とは全く逆である事がわか
る。
　更に詳細に各部落に於けるカミ、シモを検討してみる。カミ、シモは大河の上、下流という。しか
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し地区により川は多数あり、向きもまちまちである。長楽では東から流れて来た都畿川が長楽北端で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おつぺ南転、直後に西か’らの九十九川、南西からの越辺川が合流、東へ流れる。それ故上流といっても3方
向ある訳である。この長楽では、東がシモであるが、カミは西であるという。即ち東松山市内の都畿
川、九十九川の流れてくる方向をカミとしている訳である。ところが長楽から川島と唯一の陸続きで
ある東松山市をカミとはいわないという。長楽地区内でのみ西をカミというのであり、カミは町外に
は及ぼないのである。小見野では市野川とほぼ一致する。伊草では北西からの越辺川と南からの入間
川が出会い西へ向かう。カミは全く逆の2方向ある筈だが、北西をカミとし、越辺川の流れていた方
向は無視して、流れていく西をシモとする。ここでカミ、シモは拡散する事なく左折する訳で、極め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みおのやて1次元的な設定がなされていると言えよう。東側の三保谷では西から北西がカミ、東から南東がシ
モと幅があり、三保谷宿でも西から北がカミ、出丸方面がシモ、山ケ谷戸では北西から南西までカ
　　　　　　　　　　　おもて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にいぼりミ、出丸がシモとなる。表では北西から南々西までと更に幅が広い。新堀は県道から西の方面がカ
ミ、出丸方面がシモである。一方川から離れた虫塚、吹塚、飯島等は西がカミ、東がシモと明白であ
　　しちくる。紫竹だけは北西から北々西がカミ、南々東から東南東がシモと幅がある。これは結局出丸と接す
る地区でカミが幅広く設定され、それらの全ての地区でシモは出丸であるとされている訳で、’出丸は
川島中で一番シモを一手に引き受ける事になる。即ち部落毎の事例からも、カミ、シモは極めて1次
元化された方位であるという事が言えよう。カミは長楽に始まり、途中数手に別れて2次元の中央部
もカバー、結局合流して出丸へと川島を1次元的にカパーしているという訳である。唯ここでも注目
すべきは長楽と出丸である。長楽内では西がカミ、東がシモであるといい、一番西端に南北方向の集
落がある。この集落が全部カミであるといい、東西方向に立地する集落からみれぽ自分より南の方を
カミと呼ぶ事になる。また；この南北方向の集落内ではカミ、シモとはいわず、川島中で一番カミの
家になる筈の住居はカミでなく北にある家とよばれる。更に出丸の事例を見ると、下郷ではカミは無
し、シモは南、西谷では北々西から北西がカミだが、シモは西から東南、更に大屋敷ではシモは無く
南がカミ、と言うように他地区と全く反対になっているのである。
　〈用水とカミ、シモ〉　川島の中心作物は水稲である。しかしこの土地での稲作は又水をいかに引
くかという闘いでもあった。稲作の手順は芦代の後耕運し元肥を散布、6月上旬に水を入れて田植え
である。8月中旬に「中乾し」で一旦水を抜くが、穂の出る前の9月上旬再び水を入れる。この場合
水はさほどの量ではないが、田植前には水が大量に必要で、この時早く十分に確保できないと成育が
遅れ、収量も減り、収穫も遅れてしまう。ひいては裏作にも影響が及ぶので、永の確保はまさに死活
問題であった。この水の移動経路が用水路である。イリバンの置かれた取水口は古くは長楽用水と伊
草用水の2ケ所であった。長楽用水は川島の北西端から入り西へ向かい、川島中を通って出丸へ向か
う。各部落では水車を用いて田に入れた。使用後は再び用水又は排水路を通り出丸の樋管を通して川
に排水される。こうした水の移動をみると、カミ、シモとはかなり一致している事がわかる。長楽は
小見野より南だが西で、一番カミとされたが、水路を基準とすれば東西軸優先も説明がつく事にな
る。以後分岐はするが大きくは西から東へ、北から南へと流れ、上・下小見野、八ツ林、伊草、狢等
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の部落名の設定や、各部落毎のカミ、シモとも一致している。殊に三保谷宿などでは2系統の用水の
上流とカミが一致する。表のカミは西北から南西だが、これも一端南東にカーブしてはいるものの、
その上流は新堀で、南西にあたる。更に上流は平沼で丁度西北である。紫竹のカミも2系統の用水と
一致する。下流も大きなカーブを描いてはいるが表、新堀に通じ、これもシモと一致する、要するに
自分の部落の上流の部落がカミであり、シモも直接水路が出ていく方向でなく、下流の次の部落の方
を指すという訳である。従ってカミ、シモは大枠は大河の流れる方向に準拠し、用水による微調整を
加えて1次元的に設定されている、という事になる。　　　　　　　　　　　．
　〈住居空間とカミ、シモ〉　川島の伝統的屋敷配置、間取りは図2の様である。通常およそ南向き
に建てられ、公道からカイドウが作られる。屋敷内での方位は「玄関から外に向かって右がカミ」と
いう。即ち通常はおよそ西がカミ、東がシモになり、川島レベルのカミ、シモとほぼ一致する。しか
し部落レベルのカミ、シモは部落毎に違うし、更に住居の向きも個々にずれており、東南東や南々西
を向いたものもある。従ってそうした場合は屋敷レベルと、部落、川島レベルのカミ、シモは一致し
ない事になる。更にここでも注目されるのは出丸と長楽である。まず出丸西谷等では東向きの住居が
多い。この場合デイは南に、便所は北になる。また川島中で最もシモとされる出丸の南東端に近づく
につれ、次第に住居の向きがパラパラになり、西向きが増え、南東端では半数程が西向きになる。他
方長楽では殆どの住居が南向きで、デイがカミ、便所がシモになる。ところが川島で一番カミの筈の
北西端の住居だけが東向きに建てられているのである。この住居ではデイが南に、便所が北になる。
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　2．ウシトラ、フジの方
　ウシトラは北々東から東北東にかけてで、表鬼門にあたる。フジの方とは裏鬼門の事で、ヒツジサ
ル即ち南々西から西南西の、頂度富士山の方向にあたる。これは各部落、屋敷からみた場合に使うも
ので、同じ部落内なら殆どずれないが、部落毎には大分違う方向を指し、川島を単位としては使わな
い。その方向に部落が無い場合は使わないし、川島外になる場合も「坂戸になっちゃう」といった返
事が返って来る。そしてこの事例でも出丸の例が注目される。即ち大屋敷では、フジの方である字竜
ケ谷戸はカミであるといい、ウシトラである蔵前はシモであるという。即ち東がシモ兼ウシトラ、南
ないし南西がカミ兼フジという事になる。
　3．マエ、ウシロ（ウラ、オモテ）
　これは部落により名称が異なるが、2つの場合に用いられる。第1は各住居から見た正面の事で、
第2は部落全体としてみた場合である。住居は殆ど南向きなので通常両者は一致するが、他の方向を
向いた住居の場合は異なった方向になってしまう事になる。
皿　方位と人、物の移動
　川島に於ける方位がどんな意味を持つのかを検討する上で注目したのが人、物の移動と方位との関
連である。方位による統制がない場合と有る場合を移動の舞i台となる空間的設定とあわせて検討して
行く事とするd
　1．川島、部落空間に於ける人、物の移動と方位
　く無統制の事例〉　部落は全域に分布し、道もよく整備され各部落を網の目状に結ぶ。道には名称
は無く「伊草道」等といった場合も特定の道を特定の目的地に達する道として際立たせるのではな
く、単に道案内等で伊草地内を通る場合にそう呼ぶだけである。道の使用の事例でも嫁入行列の通る
べき経路といった統制は勿論、出征兵士の通るべき道、見送り地点、遺骨の帰ってくるべき道等一切
ない。この他前述の様にメイソストリートもないので、津南で見られた様に各部落が特定の道によっ
て特定の順序関係に結ぽれるという事は全く無い事になる。その他買い物、出荷等様々な人、物の移
動も川越志向が強いとはいえ、特定方向に集中する事が無い事は先に述べた。
　部落から排棄されるべきものであっても統制を受けないのが粗大ゴミや死体である。今では出丸に
清掃工場ができたが、かつては、そして今日でも、一部の人は粗大ゴミは堤外の河原に捨てている。
位置は部落の堤外であるが、隣接部落寄りに持っていってしまうという訳ではない。墓地は寺の墓
地、部落の共同墓地、個人所有の墓地があり、共同といっても部落中の死体が集中される訳ではな
い。共同墓地には通例御堂が建てられており、鎮守の祭礼等おめでたい行事の準備にも使われる。墓
地の配置も部落のシモに作るといった統制はなく、数ケ所に分散している部落もある。個人墓地も家
によりまちまちである。葬列もその家からならどこを通るかは決まっているが、そこを通らねぽなら
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ぬという事はない。埋葬後は同じ道を戻る場合も違う道の場合もある。盆は8月13日の18時頃先祖を
迎えに行き、提灯をつけて案内し、15日に提灯をつけて送っていく。帰りは無灯火で帰るが、いずれ
の場合も通る道は決まっていない。
　方位の統制を受けそうなその他の移動として赤ん坊のお宮参り、嫁入前、後、出征前、復員後の参
拝順等が考えられるが、社寺の立地自体に統制がなく、カミの神社に先に参るといった統制も全くな
い。
　〈統制を伴う移動〉　統制を伴う例としては祭礼を取り上げる。まず祭礼を示す旗印を立てる場合
は部落境だが、これは特定の隣部落でなく境界を接する全ての部落の境界である。次に移動を伴う例
を示すと、三保谷宿のテンノウサマではミコシが部落のカミからシモに一巡するという。又山ケ谷戸
のシシマイは8月26、27日に行なわれる悪魔払いである。3人の若者がシシをかぶり、1人が狐の面
をかぶりサイリョウ（山の神）になる。一方吉野紙で作った花を45本ずつ刺した花笠を4人の男の子
がかぶる。これに笛、歌い手がついて夕方から各戸を回り悪魔払いをする。この移動経路は、前の晩
に墓の御堂で先祖様にシシマイを奉納、当日鎮守へ出る。各戸を回る場合はサイリョウが案内として
先頭に立ち、シシ、少年が続く。部落の一番カミの家から順に回り、花で悪魔をひきつけ、残った悪
魔もシシが追い出して花にたけてしまう。一番シモの家まで回った後は堤外の河原に出て花を立て、
シシが騒いで悪魔を追い出す。この花は持ち帰らない。
　人々自身の移動が統制されるのは嫁入、婿入、養子縁組の場合である。即ちこれらの縁組ではウシ
トラ、フジの方は良くないとされ、離縁する事になる等といわれる。他方タツミ、イヌイは好ましい
方位とされる。この統制によると、まずウシトラ、フジの方が除外されるので残りは北々東から北々
西、東南東から南々西となり、カミ、シモは殆どの部落で含まれる。更にタツミ、イヌイは北西と南
東なので多くの部落でカミ、シモと一致する。即ち縁組はカミ、シモ及びその周辺が好ましいとされ
る事になる。
　次に分家の出し方の事例である。後継は長男が普通で、次三男以下は東京等に出て働くか分家に出
してもらうかのいずれかである。分家の出し方を空間の面からみると、第1に住居の分離が要件であ
る。本家が屋敷を分割する場合や地続きの土地を買う場合も登記上必ず分筆しなけれぽならない。分
家に与える田畑は地味、用水等本家より好条件の所を避けるが、屋敷の場合は本家よりカミに出すと
本家がつぶれるといって避けるべきとされる。この他ウシトラ、フジの方も出すべきでなく｛万一出
すと本分家どちらかが家運が傾くという。人々はこれらには実例が多数あるといい、その為引っ越し
をする人もいるという。イヌイ、タツミは縁起の良い方向だが、イヌイは多くの部落でカミに当たる
為除外される。結局この統制によると分家はシモが好ましい方向となる。
　2．住居空間に於ける人、物の移動と方位
　〈部屋間の移動〉　住居に住む人々自身の移動をまず示す。人々の住居空間への第一歩は、出産が
通例ヘヤで行われたのでそこに印された。赤ん坊、子供時代は祖父母や両親と同じ部屋で、特にどこ
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という事はない。嫁をもらうとウシロのヘヤに移り、親夫婦はデイに移る。長男がおよそ35～40歳位
になれぽ身代回しといって家督相続が行なわれく嫁も一家の主婦を引き継ぐ。この場合はしかし、隠
居所、隠居部屋を作って移動するという事はない。老後は死ぬ迄仏壇もあるデイで過ごし、年寄りの
部屋として嫁には一歩も入らせない、という人もいる。3世代の場合は世代順にデイ、ヘヤ、ザシキ
である。この統制によると住居の間取自体が2次元的であるのに加えて人々の移動もまた2次元的に
なる。即ちデイとヘヤはカミ・シモ軸で測定すると隔りは零だが、あくまでディは最も上の世代にな
った場合移動すぺきとされる訳で、カミ、シモに加えて、住居空間に於てはマエ、ウシロもまた序列
表示に利用されているのである。
　〈座順〉　家族の座順はザシキにあるコタツでは全く決まっていないが、チャノマでの食事では決
まっており、主人が一番カミに、若主人はそれよりシモだが一番北に、主婦はカミ・シモ軸上では同
じ隔りの南に、嫁はシモに、子供は適当に座る。隠居がいる場合は主人の席よりシモだが北側に、そ
の妻はその向側である。台所が嫁に任されていない場合は嫁が中央南に、主婦が一番シモである。こ
の統制によれば主人が最もカミである事、若主人、主婦が嫁よりカミである事等からカミ’・シモ軸が
第一原理である事がわかる。同時に隠居はシモにさがってもウラ側であり、若主人も嫁や主婦よりウ
ラである。即ちカミ・シモ軸にマエ・ウシロ軸も加えて移動を統制し、カミからシモと同時にマエか
らウシロへも序列関係が設定される事になる。
　儀礼の際使用されるのはデイであり、この場合の座順は仏壇の前がカミザ、以下ウシロ側のカミか
らシモへ、マエ側のカミからシモへとシモザになり、シモのマエ側が最もシモザである6大人数の場
合は4部屋を開け放つが、カミザは一番カミのウシロに変わる訳ではなく、仏壇前である。ヘヤ側は
それよりシモザである。これはチャノマとザシキの場合も同じである。いずれにしてもカミ・シモ軸
を第一に、マエ・ウシロ軸をも加えて、2次元的に序列が設定される事になる。
　〈神仏〉　仏壇は先述の如くデイの中央、大神官はザシキのウシロ側の天井からつっている場合が
多い。今一つ定位置とされるのはデイで、仏壇を中央に、大神宮をウシロ側にというのである。大神
宮は旅行に出る時でも帰った時でも第一に拝むもので、一番重要なものである。この配置もカミ・シ
モ軸のみで考えると大神宮の方がシモになってしまうが、マエ・ウシP軸を考えると、大神宮は仏壇
よりウシロ側に配置されるべきとされている訳で、この例でもカミ、シモだけでなく、2次元的な統
制が行なわれている事がわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　・
　〈接客〉　部落の人がちょっとした用で訪れた場合は土間で立ったままという事もあるが、お茶を
飲んでいくといった場合は、アガリハナの土間にイスとテーブルが置いてある家が多く、そこにポッ
ト等も用意されているので、そこで応接する。座順は通例シモを向いて家人が、それに向きあって客
がカミを向いてすわる。イスが置いてない場合はヨリツキの端に腰をおろして話す。ここにも座布
団、ポットが用意してある。この場合は出口から遠い方に家人、出口側に客という場合と、家人はヨ
リツキの上にすわり、客がヨリツキの端に腰をおろす場合がある。即ち家人と客がカミ、シモに隔て
られる場合と、マエ、ウシロの場合と、そして最後の例の如く混合した場合とがある事になる。更に
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改まった客ならカミ方向のザシキ、デイまで入れる。
　〈室内作業〉一農作物、機械の持込みは通例長屋までである。脱穀、精米、機械の修理等殆どここ
である。しかしかつて養蚕が盛んだった頃は、長屋では足りない場合があった。その場合はまずザシ
キの前の庭にピサシを仮設した。庭が使えないような場合は台所の土間に持ち込んだ。この場合はつ
まりマエからウシロへという移動であり、ウシロからマエへと序列が設定される事になる。
　〈死者〉　臨終はその人の通常寝ている部屋であり、デイに移して葬式が行なわれる。出棺はシモ
の玄関を経るのでなく、ミコシ様の台にのせ廊下から運び出し、オイダシガネを打ち、箒で掃き出
す。即ち一担カミに運ぼれはするが、シモへでなくマエへ移動されるのである。
　盆に案内して来た先祖もカイドウを経て廊下から入り、デイの仏壇に案内する。送っていく場合も
逆に、仏壇から廊下を通って外に出る。
　〈給排水〉　料理、飲用の水は大黒柱よりウシロで、通例台所の出口付近にある井戸からである。
ポソプのない時代、金の無い人は深さ5～10mの掘り井戸だったが、これは地下水というよりたまり
水である。余裕のある人は多少深い井戸である。部落で1軒位はきれいな水がでる掘り抜き井戸があ
ったが、他の人は赤い水だったため台所に運び、砂、シュロ等を入れたカメでこして使った。この水
がシモのカマドからカミの仏壇まで運ぼれる。洗濯は井戸のぞぽである。排水は、食事の残りや食器
を洗った水等は台所から土管でタメに流し．自然に吸い込ませる。洗濯の水はその場ですてる。風呂
の水は一週間位汲み足して使い、底の栓を抜いて土管を通し湯ダメにためておく。家によっては男子
小便所のタメと一緒になっていた場合もあるが、いずれもしぼらく寝かせてから肥料として畑に運ん
だ。仏壇、神棚の水は廊下からマエへすてる。
　水の移動は住居のシモのウシロから入り、カミに移動、再度シモへ戻ってからマエへ捨てられるも
のと、カミ、シモからそのままマエに捨てられるものがある訳で、この場合もカミ・シモ軸のみなら
ず、マエ・ウシロ軸も併用されて2次元的な序列付けが行なわれる事になる。これとは別にごく一部
で川から給水した例があるが、川といっても部落の川ではなく、入間川であり、排水はやはり吸込式
である。即ち上流で使った水の排水を下流で使うという形はなく、それが下流の部落に流れ、更に汚
れて又下流の部落に、という形で上、下流に序列を明示するという事にはならない。即ち水の流れの
統制による空間への序列づけはカミからシモ、ウシPからマエともあくまで個別住居空間に限定さ
れ、部落間の1次元的序列付けは回避される事になる。
　〈排棄物処理〉　米麦はウシロの倉に保管される。他の食料は畑から台所に持ってくる。この残飯
はかつては牛馬のエサであり、排棄物ではなかった。牛馬の排泄物はワラとまぜ、タイヒにする。生
でないその他のゴミも図2の場所に積んでおきタイヒにする。また家によっては排水のタメに放り込
み、2ケ月に1度位堀り出し、田に運んで肥料にした。人間の排泄物は便所である。便所はシモの外
のややマエよりに独立して建てられている場合が多い。これは農作業中住居の中に入らなくて済む為
である。タメにたまると時折畑に運び、タメオケに寝かせてから肥料にした。この移動は便所が一番
シモであるからカミからシモへとなる。ところがここで注目すべき点は、住居で一番カミのデイより
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も更にカミにあたる位置に、別棟でなく廊下の突き当たり、仏壇の裏側に、カミベンジョが設けられ
ている住居が多数ある事である。カミベンジョのある場合外の便所はシモベンジョと呼ばれる。使い
分けはデイに寝る年寄りがカミベソジョ、それ以外の者はシモベンジョというのが一般的であるが、
カミベンジョの排泄物の処理はシモベンジョと同じである。即ちこの事例ではカミ・シモ軸が使用さ
れ、シモ方向へと序列を明示するかに思えつつ、実は全くの逆転が用意されているという事になる。
　〈悪魔払い〉　先述のシシマイの屋敷内での経路は、公道からカイドウを経て花笠の少年を先頭に、
続いてシシが廊下からハダシで入り、ザシキで3回位騒ぎながら回り、トブクチから出る。狭い住居
ではトブクチですます場合もあり、カイドウを経て帰る。この事例でもカミ・シモ軸とマエ・ウシロ
軸が併用されて2次元的に追放が行なわれる訳である。
　〈まとめ〉
　以上を要するに人、物により移動の統制を受けるものと受けないものがあり、この統制によると縁
組はカミ、シモ方向に集中すべきとされ、他方部落から追放されるぺき物はカミ、シモ方向ではあっ
ても部落から堤外へという方向が強調され、特定他部落へという事にはならない。また特定部落との
窺界が強調される事もなく、特定順に部落が固定される事もない。
　2次元的に設定された住居空間に於ける統制でもカミ、シモ、ウラ、オモテが併用され、その結
果、排棄物等の移動による序列設定が、単にカミからシモへという1次元的設定にはならず、2次元
的に行なわれる事になる。またカミ・シモ軸だけの便所の場合大逆転が用意されている、という訳で
ある。
皿　川島の人々の我々意識
すでに検討して来た方位による人、物の移動の統制との関連を考えたいのが我々意識であった。
　1．イッケ、シンセキ、部落
　人々の我々意識にとって最も重要な単位は家族であり、次いでイッケ、シソセキと部落である。一
旦本分家となると、冠婚葬祭から物の貸借まで緊密な協力関係に入る。中には日常食べる米まで共同
という例もある。孫分家を出すと新しい分家との関係が緊密になる事が多いが、元の本家は大本家と
なり、全体の本分家集団は「○○イッケ」と呼ぼれる。イッケの付き合いは「20代たってもイッケで
やっていく」という。シンセキとはイトコ、オジ、オバ、兄弟、嫁の実家等で、何代かたつと切れる
ものの、緊密な協力関係におかれる。またイッケはシンセキと重なる場合もある。つまり何代も前に
分かれた場合は、もはや血のつながりは無いのでシンセキではなくなるが、それまではシンセキとい
う訳である。
　部落は大きい場合には更に班、組合に分かれている場合もあるが、農作業が遅れてしまえぽスケッ
トに来てくれ、日用品の貸借、相談事などで協力しあう。遠くに出かけたら土産を配るという場合も
有る。葬式の場合もシンセキと協力してすべて切り回すし、お産見舞でも長男、長女の場合御祝する
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のは普通シソセキだが、部落によっては部落中で鯉ノボリを贈ったりする。
2．旧村合併
各部落には隣接する部落があり、更に合併前には川島は六ケ村に分かれていた。しかしこのどちら
も合併前ですらあまり重要な我々意識の単位とはなっていなかった。
　周囲に境界を接する部落のうち特定の部落をトナリプラクと呼ぶといった例はなく、特定隣接部落
と共同で何かするという例もごく一部の小さな部落以外はない。鎮守が共同という例はあるが、これ
は戦前の政策で強制された為である。火事の場合の応援依頼も、部落消防団で間に合わぬ場合、まず
隣接部落に協力を頼むという訳ではなく、合併前なら旧村の全部落に、それでも足りぬ場合は川島六
ケ村に依頼した。学区も町村合併後統合されたが、部落が分断されない限り特に反対はなかった。む
しろ旧村時代の他村の学校の方が近いので部落あげて変更してほしいと陳情があったという位であ
る。選挙区は9年前まで旧村単位であったが、実態は部落推薦であったから、対立候補は同じ旧村の
他部落の候補であるという事になる。単独ではあぶない場合にも、他部落と選挙協力という事はなか
った。これは大選挙区になっても変わりない。票固めはそれ故部落一丸となってまとまる事、そして
他部落のイッヶ、シγセキを中心に切り崩していく事に集中される。
　1954年比企郡八ツ保、三保谷、中山、伊草、小見野、出丸村が合併、川島村となった。これは直接
には国、県の働きかけがあった為であり、合併すれぽ大きな事業もできるというのが賛成理由であっ
た。反対理由は主に役場が遠くなるという点で、当局は合併後も各旧村役場を当面支所とする等の条
件を出して説得、合併が決まった。合併後多少の地区根性はあったが、やがて目立たなくなったとい
う。自分達の村が無くなるという反対が大きくなかった事が注目されるが、歴史的にみても川島は全
域が一人の領主の領地であり、川島領と呼ぼれていたのである。
　3．用水と我々意識
　川島の人々の我々意識に大きくかかわっているのが用水である。今日では灌概井戸が普及している
が、特に田植えの水確保は死活問題であった為水げんかが頻発した。その為特に水量の少ない時には
「番水」が行なわれた。用水路流域の区長が話し合い、部落毎に日時を決めたり、田の面積の半分に
入れたら交代するといった取り決めをする。各部落では配水委員がそれに応じて各田への配水を調整
する6しかし実際には番水は仲々守られず、上流の部落が堰をいつまでもはずさなかったり、下流の
部落が使っている時に堰をしてしまったりする。時には業をにやした下流の人が上流まで堰をはずし
にくる。その為各部落は「水番」を繰り出し、下流の部落は上流まで出かけて徹夜で番をした。これ
には村長、助役も各部落を激励して歩くという緊迫ぶりである。上流の部落では水番が回って来た時
だけ堰をはずすが、すぐまたとりつけてしまうという状況で、ケソカざたが絶えなかったという。ま
た各部落は使用できる用水の権利が決まっており、たとえ自分の部落内を流れていても他部落が建
設、管理する専用用水は使う事はできない事になっている。ところが現実には途中の部落で勝手に使
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われてしまい、下流には仲々こないという事になる。それ故水げんかの相手は同じ用水の上、下流の
部落同志、特に隣接する部落同志であり、個人から部落対部落の争いに発展する場合もあった。そう
した場合区長は「命張って水引きした」という程であったから、仲裁は第三者の区長がのり出さねぽ
ならなかったという。
　こうした用水事情は「水はカミにあり、理屈はシモにある」といわれるように、下流の部落ほど不
利にさせた。下流程用水路建設管理の負担が重い上に水が来ない訳で、経済的にも下流程疲幣し、シ
モの部落は下に見られるという事になる。中でも深刻だったのが出丸である。出丸には長楽用水の末
端は来ていたが、途中に多くの部落があり、肝心の時期には水が殆ど流れて来なかった。できるだけ
上流で専用用水として分岐させ、部落に直結する事が望ましいが、出丸は経済力において劣り、一般
に教育水準も低かった為他地区に対抗する人物も少なかったので、仲々それも出来なかった。そして
いらなくなった時期に悪水とよぽれる排水だけは流れてくる。明治末にようやく川島全体の協力をと
りつけ、出丸の力で出丸専用用水を建設した。しかし取水口は上伊草に独自に建設したものの、資金
不足で思うように出丸に直結出来ず、途中で既設の用水に合流させる他なかった。その為狢、飯島で
　　　　　　　　こ　ぱしよどんでしまい、小橋ではさえぎられて流れが悪い。加えて飯島、狢の人々も使う権利があったし、
権利のない筈の伊草地区の人々も使ってしまう為、’満足に水が流れて来ない。それでも取水口や流域
を維持管理しなけれぽならず、専用用水とは名ぽかりの状態であったという。結局用水の水の流れ
は、カミ、シモの部落間の対立を促進し、序列関係を固定してしまうという結果をもたらす訳であ
る。そして結局出丸は川島中から下にみられるという事になる。
　ところがここで同時に以下の様な点にも注目しなけれぽならない。川島は周囲が川で囲まれている
といっても、平坦地で傾斜もあまり無い為、どこにでも用水路を作れぽ水が流れるという訳にはいか
ない。加えて一旦必要になった水も次には排水しなければならないから、高低差のない自分の部落内
だけで取入口を作り、用水路を作ってもどうにもならない。更に地形上可能としても水利権があり、
水害地帯として堤防にやたらに穴をあける事は許可されない。また単独では建設費や管理の負担も大
きい。どうしても多数の部落で共同して建設し、用水組合を結成して労力、資金も共同で負担しなけ
ればならない。更にまた水引きによる争いも、水が多量に必要な一時期は激しいものの、「田植えで
も終っちゃえぽそんなにこだわってる訳でもない」から年中対立している必要もない。
　結局用水の流れはカミからシモへと、川島全体に1次元的序列関係を設定、固定し、部落間の対立
を促進する。ところがそれは同時に多数の部落の連帯を不可欠にする、という相矛盾した我々意識の
構造を作り上げているという事になる。
　4．水害と我々意識
　川島では水害から安全といえる地区は無かった。しかし現実には下流程危険が大きく、例えぽ上流
で堤防が切れても水は下流からたまり始める。特にひどかったのは出丸で、標高も一番低く、排水路
も殆どが集まっているから真先に水没し、最後まで水が引かない。その為他地区の人々に「水場」だ
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といわれて下に見られた。経済的不利益も大きく、益々下に見られる結果となる。つまり水害の水の
移動もまた大河の上流から下流へと1次元的序列を固定してしまう訳である。
　しかしこの場合もまた逆の観点が重要である。即ち周囲が殆ど川で、絶対安全な部落はなかったか
ら、一ケ所堤防が切れれば結局は川島中が水没する。一番下流の出丸でも、切れれぽ排水の仕様がな
く上流まで被害が広がって行く。それ故長大な堤防の防備は旧川島六ケ村が何をおいても一致して当
らねばならない仕事である。川島の堤防を守る事が自分の部落を守る事であり「川から離れた地区の
人も何をおいても協力した」のである。具体的には消防団が協力して日頃から訓練を行ない、堤防近
くには水防小屋が作られて資材が準備された。部落消防団でドカブチ、即ち堤防の補強工事をするに
も隣接部落というのでなく、川島中に応援を求めた。水没後排水を早める為出丸の堤防を切るといっ
た場合も、川島中で協力した。
　結局水害の水もまた、カミ、シモに1次元的序列を固定しつつ、同時に川島が一丸となる我々意識
の強化を必要とさせる、という一見矛盾した我々意識の構造を作り出している訳である。
　5．堤外、川向こう
　こうした我々意識を明確に示してくれるのが堤外の居任者又は部落、更には川向こうに対する我々
意識上の隔りである。
　今日では堤内に移転が完了しているが、かつては堤外にもかなりの住民がいた。出丸の例では3分
の1位の人が堤外であったという。また芝沼部落は川島町の一部であり、荒川の堤防より内側ではあ
るが、市野川堤防の向こう側にある。これらの地区は当然ながら水害がひどく、堤内からは「水場」
として下に見る風があったという。麗外という立地は単に空間的に隔てられているにとどまらず、水
防でも全く協力しあう訳にいかないアウトサイダーとなってしまう。また用水面でも全く無関係であ
り、堤内の連帯とは全く対照的な存在という事になる。
　川向こうとの関係でも、まず1つには周囲の町は殆ど川島より大きな町であり、向こうから川島へ
来る用事というのはめったにない。他方川島の人が川向こうにはよく出るものの、それは各市の中心
部の方面であり、向こう岸の部落とはあまりつきあいもない。分家を出しても日常のつきあいが思う
様にいかない。嫁のやりとりでも、例えぽ桶川は畑作中心で、稲作中心の川島とは土地柄が違うので
好まれないといった傾向がある。加えて用水、水防面では全く関係がない。
　〈まとめ〉　以上を要するに、川島の人々の我々意識は自分、家族、イッケ・シンセキ・部落、そ
して次が川島と展開し、部落はカミ、シモで対立し、1次元的序列を設定されつつも、同時に川島全
体としての部落相互の我々意識上の連帯が不可欠とされる、という矛盾した構造を持つと言えよう。
N　結 論
　すでに検討して来た方位の設定、方位による人、物の移動の統制と我々意識の相互関係から、方位
の果たす機能をここで検討してみよう。
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　まずカミ、シモの設定自体である。即ち川島中で最もシモとされる出丸では、カミ、シモが混乱、
ないし逆転して設定されていた。もしこれがないとした場合、長楽から始まり、川島中を1次元的に
序列づけてきたカミ、シモは最後まで1次元的に部落を秩序づけs出丸を、そして出丸南東端を文字
通り、ドンジリとして固定する筈である。ところが末端でこれが逆転され、カミの筈の方向がシモで
あるとされてしまう事は、この序列設定を未完結で不明確なものにしてしまう筈である。これは長楽
の場合も同様で、カミ、シモに相当するにも拘らず上、下とされない部落名があった。更に長楽でも
最もカミの筈の地域でのカミ、シモが、川島で最もカミの筈の地点をカミとする様には設定されてい
なかった。こうしてカミ・シモ軸の始発点もまた不明瞭にされている訳である。
　次に方位による人、物の移動の統制を考えると、まず川島全体のレベルで統制が行なわれていたの
は、分家の出し方及び縁組の場合であった。これはカミ、シモにウシトラ、フジの方を組み合わせた
もので、その結果はイッケ関係、シソセキ関係はカミ、シモ間に集中する筈であった。そのイッヶ、
シンセキは我々意識上最も緊密な関係であり、この統制によると我一k意識上の緊密さはカミ、シモ間
に集中されるべきとされる事になる。これは洪水、用水によって固定されるカミ、シモ間の対立、序
列関係とは全く逆にカミ、シモ間の連帯を促進する筈である。他方この他の場合は方位による統制が
全く無いという特徴があった。もし統制が行なわれた場合は、部落間は特定の順序関係、あるいは場
合によっては序列関係に固定される事になる訳で、逆に統制しない事はそれを固定しない事になる。
またどの部落が中心でどの部落がはずれという事も一切なかったから、点在し網の目状に結ぼれた部
落は2次元のままに点在し続ける事になる。
　部落のレベルでは、部落空間から排棄すべきものの移動は、とりわけ移動先の部落との間に序列関
係を固定する事になる筈である。しかし例えぽ、悪魔払いはカミ、シモによって統制されてはいたが、
この統制は部落内に限定されていた。特定のシモの隣接部落に追い込み、’次々とシモへ、という統制
であったなら、用水、洪水に加えて、更に各部落にカミからシモへと1次元的序列を固定する事にな
ってしまう筈である。統制されない例では諸排棄物があった。例えぽ墓地を隣接するシモの部落との
境界すれすれに作る、生活排水を川に流し、それが下流の部落で使われるといった統制であったら用
水、洪水と同じ事になる。
　屋敷、住居空間のレベルでは、カミ・、シモによる統制がみられ、序列が固定化される例があった。
しかし住居空間ではその設定自体が2次元的であるのに加えて、序列を固定する可能性のある移動の
殆どはカミ、シモだけに統制される訳ではなく、マエ、ウシロという方位も併用されていた。更にこ
のマエ・ウシロは、ウシロが給水、マエが排水、排棄物の移動方向とはいえ、座順、部屋の使用の例
等では住居中心線からマエ、ウシPへ各々序列が設定されるように統制されていたから、ヵミ、シモ
方向への1次元的序列固定はもちろん、マエ、ウシロ方向さえも序列固定が不明瞭になる。更にはカ
ミペソジョがカミ、シモ方向への序列をますます希薄化していた。　　　　　　　　　　　　’
　更に住居の場合は、建て方自体に対する統制が無かったから、カミ、シモ方向に排棄物等の移動紐
制により多少序列が固定されたとしても、部落レベル、川島レベルのカミ、シモと必ずしも一致しな
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い。それ故川島レベルでの序列の固定、促進にはならない事になる。注目されたのは出丸と長楽の例
で、出丸では特に一番シモの筈の地域で西向きに建てられた住居が多かった。これらの住居では排棄
物等をシモに排棄するにしろマエに排棄するにしろ、共にカミの方にすべきとされている事になり、
川島レベルでの序列を逆転させる事になる筈である。他方川島で一番カミの筈の長楽北西端の住居も
東向きに建てられていたが、この住居でもシモへの排棄は即ちカミを排棄先とする事になる。
　カミ、シモは大河、用水の上下流と一致していた。それ故洪水、用水の移動だけによった場合、各
部落はカミからシモへと1次元的に序列付けられ、かつ対立が促進される事になる。これでは不可欠
とされる川島全体の連帯の達成は阻害されるだけである。ところが方位を考えた場合、その設定にし
ろ、人、物の移動への統制にしろ、いずれも洪水、用水による1次元的序列を緩和ないしは曖昧にす
る筈であった。また、1次元的序列自体を全く逆転させてしまう筈の事例もあった。更には縁組、分
家先への統制によれぽ、積極的にカミ、シモ方向に我々意識上の連帯の強化が促進される事になる筈
であった。要するにこうした方位及び方位による人、物の移動の統制によって促進されるのは、用
水、洪水による対立の緩和と連帯である事になり、方位は川島の相矛盾する構造を持った我々意識を
安定させ、川島という川に囲まれた共同体を維持していく上で重要な機能を与えられていると考えら
れるのである。
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